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勝

グ
リ
ユ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
表
現
力

上
部
ラ
イ
ン
河
畔
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
サ
ス
地

方
の
町
コ
ル
マ
ー
ル
に
は
、
美
術
史
上
に
高
名
な

「
イ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
祭
壇
画
」
が
あ
る
0
 
十
六
世
紀

初
頭
の
ド
イ
ツ
の
画
家
グ
リ
ユ
ー
ネ
ヴ
ブ
ル
ト

コ
ル
マ
ー
ル
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
イ
ー
ゼ
ン
ハ

が
、

イ
ム
の
修
道
院
の
九
め
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

三
1
四
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
の
聖
者
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス

を
保
護
者
と
し
て
、
中
世
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で

設
立
さ
れ
た
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
修
道
会
は
、
本
来
の

て
ん
当
ん

宗
教
活
動
の
ほ
か
に
、
黒
死
病
や
簸
痢
や
梅
毒
等

の
患
者
を
対
象
と
す
る
施
療
行
為
を
も
っ
て
知
ら

れ
、
と
く
に
麦
に
寄
生
す
る
麦
角
菌
に
起
因
す
る

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
熱
(
病
)
と
よ
ば
れ
る
皮
膚
疾
患
を

伴
う
神
経
系
統
の
病
気
の
治
療
に
際
し
て
は
、
聖

者
の
遺
骸
に
注
い
だ
ブ
ド
ー
酒
を
奇
蹟
力
あ
る
聖

酒
と
し
て
患
者
に
与
え
た
り
し
た
。
十
五
世
紀
か

ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
と
き
の
口
ー
マ

法
王
や
ド
イ
ツ
皇
帝
の
強
い
支
援
を
得
て
同
修
道

会
は
最
盛
期
を
迎
え
、
ド
イ
ツ
の
画
家
を
し
て
イ

ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
分
院
に
こ
の
史
上
に
輝
く
美
術
の

傑
作
を
生
み
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
九
。

祭
壇
画
は
.
二
つ
の
面
面
展
開
か
ら
な
り
、
最
初

が
「
硬
刑
」
を
中
央
場
面
と
し
て
左
右
に
「
聖
ア

ン
ト
ニ
ウ
ス
」
と
「
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
」
、
次

い
で
「
生
誕
」
(
中
央
)
と
「
聖
告
」
(
左
)
、
「
復
活
L

(
右
・
写
真
)
、
最
後
に
「
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
」
と

他
二
聖
者
の
木
彫
像
、
「
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
聖

パ
ウ
ル
ス
訪
問
」
(
左
)
、
「
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
誘

惑
」
(
右
)
の
順
と
な
り
、
プ
レ
デ
ラ
(
脚
座
)
に
「
哀

契
L
 
と
「
キ
リ
ス
ト
と
十
二
弟
子
」
木
彫
群
が
前

後
に
重
ね
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
複
雑
な

祭
壇
画
は
、
図
像
の
上
か
ら
も
、
様
式
の
上
か
ら

も
特
異
で
、
異
例
な
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
作

者
グ
リ
ユ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
画
家
像
を
描
き
出
す

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
な
す
作
品
で
あ
る
。

図
に
不
し
た
「
復
活
」
図
は
そ
の
一
翻
画
で
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
死
の
三
日
昌
の
明
け
方
、
重
い

よ
み
が
丸

石
棺
の
蓋
の
下
か
ら
弼
る
キ
リ
ス
ト
を
現
わ
し
九

も
の
で
あ
る
。
福
音
書
は
、
こ
の
復
活
の
瞬
閲
に

つ
い
て
の
証
言
を
挙
げ
て
い
な
い
。
九
だ
、
復
活

後
の
空
に
な
っ
た
墓
を
訪
れ
る
聖
女
ら
や
天
使
を

も
っ
て
間
接
的
に
暗
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

だ
か
ら
こ
の
主
題
の
美
術
表
現
は
、
夜
の
明
け

方
、
石
棺
の
上
な
い
し
は
前
に
、
電
っ
た
者
を
象

徴
す
る
旗
を
手
に
し
九
キ
リ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
、
す

で
に
復
活
し
九
の
ち
の
キ
リ
ス
ト
が
立
っ
て
い
る

場
面
を
描
く
以
外
の
方
法
を
知
ら
な
か
っ
九
。
グ

リ
ユ
ー
ネ
ヴ
ブ
ル
ト
は
、
「
日
の
出
で
た
る
頃
い

と
早
く
」
?
ル
己
と
い
う
福
音
書
の
情
景
描
写

の
な
か
に
、
闇
の
中
か
ら
次
第
に
輝
き
を
強
め
て

立
ち
昇
る
神
の
光
を
読
み
、
そ
れ
を
虹
色
に
放
射

す
る
太
陽
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
復
活
者
の
顔

と
し
九
。
こ
の
復
活
者
の
解
釈
に
は
、
「
暗
き
処

に
か
が
や
く
燈
火
L
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
変
系
に

國
興
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朗
読
さ
れ
九
ぺ
テ
ロ
後
齊
一
章
十
九
節
の
、

祁
・

光
と
い
う
考
え
が
流
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

更
に
は
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
フ
分
ン
・
ビ
ン
ゲ
ン
の

宇
宙
観
や
ダ
ン
テ
の
神
曲
を
貫
く
光
の
思
想
が
反

映
し
て
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
う
推
考
し
て

ゆ
け
ぱ
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ブ
ル
ト
が
こ
の
祭
壇
画

に
数
年
先
立
っ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ド
ミ
ニ

コ
修
道
会
会
堂
に
描
い
た
と
い
わ
れ
る
、
今
は
な

い
「
変
容
」
の
キ
リ
ス
ト
像
が
、
概
ね
想
像
さ
れ
る

よ
う
に
思
う
。

ま
た
キ
リ
ス
ト
は
、
図
柄
の
説
明
で
し
か
な
か

つ
た
従
来
の
復
活
者
の
旗
を
持
つ
代
わ
り
に
、
両

手
を
拡
げ
て
宙
に
舞
う
姿
と
な
っ
て
い
る
。
石
棺

の
周
り
に
驚
嘆
し
て
転
倒
す
る
重
装
の
兵
士
ら
と

較
べ
て
、
彼
の
な
ん
と
軽
や
か
な
こ
と
か
。
と
く

に
背
後
の
兵
士
の
回
転
運
動
を
想
わ
せ
る
転
覆
姿

勢
に
は
、
後
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
様
式
が
予
告
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
解
剖
学

的
正
確
さ
を
故
意
に
無
視
し
た
キ
リ
ス
ト
の
肢
体

の
不
均
衝
と
不
安
定
な
重
心
バ
ラ
ン
ス
が
、
飛
翔

す
る
神
秘
な
力
を
可
視
化
す
る
の
に
効
果
的
で
あ

る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
天
才
た
ち

遠
近
法
や
解
剖
学
の
知
識
に
基
づ
い
て
絵
画

が
、の

科
学
化
を
試
み
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
同
国
人

の
デ
ユ
ー
ラ
ー
さ
え
も
が
、
イ
タ
リ
ア
人
文
主
義

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
。
グ
リ
ユ

ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
「
復
活
」
図
を
、
名
実
と
も
に

奇
蹟
図
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
南
欧
の
教

養
と
は
無
縁
の
土
壌
に
彼
が
生
き
た
こ
と
に
よ
る

も
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
の
表
現
力
の
強
さ
と
、

そ
の
系
譜
を
手
繰
り
出
し
て
み
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

(
大
学
文
学
部
助
教
授
・
西
洋
美
術
史
)




